
資料1－4  

重篤症例の概要  

（症例1）アナフィラキシーショック（回復）  

30代 女性  

既往歴：さばアレルギー  

経過：接種15分後、全身痔み、咳、めまいが出現。25分後 咳、呼吸困難、血圧低下90／70、  

悪寒あり。エビネフリン、ヒドロコルチゾンコハク酸エステルナトリウム、アミノ  

フィリン水和物、酸素投与を施行。血圧890、呼吸改善。2時間30分後、維持液開  

始。2時間50分後、咳、のどの痺みが再び出現。ヒドロコルチゾンコハク酸エステ  

ルナトリウム、アミノフィリン水和物、プレドニゾロンを施行。5時間後、咳なし、  

幡鳴なしにて帰宅。ワクチン接種1日後、悪寒、震え、全身痔み、咳が出現。発熱  

なし。デキサメタゾン、プレドニゾロンを施行。ワクチン接種2日後、背部痛、胃  

痛、咳、拝みが出現し、他院へ入院。アナフィラキシー後、アレルギー症状継続（食  

事摂取にて、咳、全身の痺み）。ワクチン接種8日後、退院にて、プレドニゾロン処  

方。ワクチン接種11日後、肉を食した後、痺み、咳出現したため、プレドニゾロン  

増量処方。ワクチン接種24日後、プレドニゾロン服用にて症状発現なし。  

因果関係：否定できない  

（症例2）アナフィラキシーショック（回復）  

30代 女性  

既往歴：慢性謄炎  

経過： ワクチン接種10分後、動惇、少し息が苦しい感じが出現するも授乳用のミルクを調  

乳していた。ワクチン接種15分後、息苦しさが強く、苦しさを訴え、顔面と両腕の  

発赤を指摘されたため臥床。血圧135／86mmHg上昇、頻脈72／分。両手先のしびれあ  

り、血管確保の上、ヒドロコルチゾン、マルトース加乳酸リンゲル液、ビタミンC、  

グルタチオンを投与。ワクチン接種35分後、息苦しさは少し改善されるも、発作的  

に息がつまる様な感じと手先のしびれを繰り返す。ワクチン接種65分後、めまいが  

あり介助してもらい歩行。血圧120mmHg台、脈拍120～130／分。ワクチン接種2時  

間45分後、歩行可能、めまい感消失にて点滴終了し、帰宅。  

因果関係：否定できない  

（症例3）吐気（軽快）  

〈  一．、 ′lヽ      ′ l′l      ∠ Ul‾て ヌ‘lて土  

既往歴：アセチルサリチル酸・ダイアルミネートで薬疹  

経過： ワクチン接種直後より吐気出現。吐気強く、立位困難のため側臥位にて安静にし、  

経過観察。バイタルサイン正常、めまいなし、呼吸障害なし、意識あり、移動に伴  
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い吐気増強。その後、移動可能となり帰宅。ワクチン接種1日後、吐気はやや改善。  

ワクチン接種2日後、吐気は少し残存。  

因果関係：否定できない  

（症例4）アナフィラキシー症状（回復）  

40代 女性  

既往歴：革麻疹、虫垂炎、子宮外妊娠、骨関節炎  

経過： ワクチン接種30分後、痺み出現。ワクチン接種1時間後、痺み増強、上半身の皮疹  

が出現。ワクチン接種2時間30分後、全身の奉麻疹、強い拝みにて皮膚科受診。デ  

キサメタゾンリン酸エステルナトリウム、ヒドロキシジンを施行。ワクチン接種3  

時間後、蕃麻疹軽快、呼吸苦出現。ワクチン接種3時間30分後、全身の蕃麻疹、軽  

度の呼吸苦、咳にて皮膚科入院。ワクチン接種6時間30分後、毒麻疹軽快、咳軽減、  

呼吸苦少しあり、全身のほてりあり。ワクチン接種1日後、孝麻疹少しあり、呼吸  

苦少しあり、咳あり。その後、皮疹消失、呼吸苦なし、咳あり。退院。  

因果関係：否定できない  

（症例5）アナフィラキシー（回復）  

60代 女性  

既往歴：ペンタゾシン、プチルスコポラミン臭化物、インドメタシンナトリウムで発疹、シ  

ョック症状、呼吸苦、高脂血症、一過性脳虚血発作  

経過： ワクチン接種30分後、全身そう痺間、発疹、アナフィラキシーが出現。ワクチン接  

種1時間後、急患室受診。生理食塩水にて静脈確保し、デキサメタゾンリン酸エス  

テルナトリウム、ヒドロコルチゾンコハク酸エステルナトリウムを施行。その後、  

皮膚症状改善し、自宅安静を指示。ワクチン接種1日後、眩畳、立ちくらみ、頭痛  

が出現。血圧安定しているが、状態不安定にて入院。顔面浮腫、白血球増多11950cells／  

〝L、核左方移動。ワクチン接種2日後、顔面浮腫残存。状態安定したため退院。ワ  

クチン接種5日後、腹痛、下痢、消化管症状が出現。ワクチン接種9日後、下痢止  

まらず他院受診し、点滴施行。ワクチン接種13日後、アナフィラキシー回復。腹痛、  

下痢軽快。  

因果関係：否定できない  

（症例6）39℃以上の発熱（回復）  

20代 女性  

既往歴：アモキシシリン、コーヒー、 チョコレー トで等麻疹  

経過：本ワクチン接種より15日前に季節性インフルエンザワクチン接種。本ワクチン接  

種後、一過性に吐気が生じたが自然消失。翌日、吐気、関節痛、37℃の発熱があり、  

アセトアミノフェン、メトクロプラミドの内服薬処方。接種2日後悪寒、戦懐が生  
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じ、40．2℃まで発熱。白血球7100／mm3（好中球91％）、CRP2．72mg／dL、尿（潜血（2＋）、  

蛋白（1＋）、白血球（±））。補液とアセトアミノフェンのみで、3日後に37．8℃、4日  

後に36．2℃に解熱し、症状消失。なお、インフルエンザ簡易検査でA（－）、B（－）。血液  

培養陰性、尿培養は少量のグラム陽性球菌のみのため、尿路感染症は否定的。  

因果関係：否定できない  

（症例7）発熱、発疹、肝機能異常（軽快）  

30代 女性  

既往歴：精神科通院中（パルプロ酸ナトリウム、クロミプラミン塩酸塩、ミアンセリン塩酸塩、  

ゾルビデム酒石酸塩服用中。二回の入院歴有り）  

経過： ワクチン接種6日前に38℃の発熱、頭痛、鼻水、疾あり。受診しクラリスロマイシ  

ン、カルポシステイン、ロラタジンの処方を受ける。鼻水、咳、疾軽度、体温35．8℃  

ある状態で、ワクチン接種。ワクチン接種約2時間後より、後頸部から頭にかけて痛  

みがあり、次第に悪化。体温38．2℃～39℃。翌日、医療機関を受診し、クリンダマイ  

シン点滴、クラリスロマイシン経口投与。解熱剤、鎮痘剤の処方受ける。その2日後、  

医療機関を受診し、検査にてGOT653IU几、GPT2911U／Lにて入院。  

因果関係：否定できない  

（症例8）アナフィラキシー反応（軽快）  

30代 女性  

既往歴：なし  

経過： ワクチン接種後、咽喉頭浮腫、服瞼浮腫が出現し、抗ヒスタミン薬、グリチルリチ  

ン・グリシン・L－システイン塩酸塩の静脈注射にて軽快。  

因果関係：否定できない  

（症例9）アナフィラキシー（回復）  

30代 女性  

既往歴：無  

経過：ワクチン接種約30分後、悪心、嘔吐2回、顔面紅潮、手指冷感、血圧低下80／－mHg、  

呼吸苦出現。医療機関を受診し、SpO293％にてアナフィラキシーとの診断であった。  

点滴加療を行うも症状継続にて入院。CK上昇198IU几、顔面紅潮、浮腫、呼吸困難に  

対し、補液、ヒドロコルチゾンコハク酸エステルナトリウムを投与。その後、血圧回  

復129／66mmHg、毒麻疹なし。ワクチン接種翌日、症状改善にて退院。  

ロコ＝巨！日日ノて；＿：フこ′ココイこ±・Jゝl＼  
四フ下こ二1ヌ丁零下．［コノ止二 ＼ ⊂〉 ノJ、∨ －  

（症例10）動惇‘（回復）  

40代 女性  

3   



既往歴：無  

経過：季節性インフルエンザワクチン同時接種。  

ワクチン接種約2時間後より、動惇、頭痛、発熱（最高3S，0℃）、咽頭痛、両季肋部  

を中心とした全身痛が出現し、徐々に悪化。動惇は推定脈拍100～120／分程度。アセ  

トアミノフェンを服用したが、動惇は継続。安定剤を内服して入眠。翌朝に喀動惇  

回復。その他の症状は徐々に改善。ワクチン接種より6日目には完全に回復。  

因果関係：否定できない。  

（症例11）両上限瞼発赤腫脹、両下肢しびれ（回復）  

20代 男性  

既往歴：無  

経過、‥ ワクチン接種5分後より、両上眼晩発赤腫脹が出札両下肢しびれ感も発現、脱力  

様症状で体位保持困難となり、臥床。両頬部まで発赤、腫脹感波及あり、血圧  

168伽mHg。ワクチン接種1時間後に、ヒドロコルチゾンを投与するも症状変わら  

ず入院。血圧134／SOmmHg。メチルプレドニゾロンコハク酸エステルナトリウム点滴。  

ワクチン接種5時間後、症状軽快。ワクチン接種翌日、症状回復し、退院。  

因果関係：否定できない  

（症例12）下痢、関節痛、倦怠感、頭痛（軽快）  

30代 女性  

既往歴．：無  

経過＝′ 本ワクチン接種より9日前に季節性インフルエンザワクチン接種。ワクチン接種5  

時間後より、腹痛、下痢。ワクチン接種S時間後には関節痛と倦怠感出現。翌日、  

下痢回復、頭痛出現。接種2日後、関節痛と倦怠感は消失するも頭痛は継続。接種3  

日後、頭痛は軽くなったが、まだ継続。  
、  

因果関係：否定できない  

（症例13）上腹部痛、下痢、倦怠感（軽快）  

20代 女性  

既往歴：無  

経過‥ 本ワクチン接種より1週間前に季節性インフルエンザワクチン接種。ワクチン接種  

1・5時間後より、上腹部痛と倦怠感出現。ワクチン接種2．5時間後には下軌この後、  

上腹部痛は軽減傾向にあるも、倦怠感とともに投与3日後まで継続。倦怠感は4日  

後も継続。  

因果関係：否定できない  

（症例14）しびれ（両手～両肘下）（回復）   



40代 女性  

既往歴：高血圧、高コレステロール血症  

経過ニ ワクチン接種約10分後、両手のしびれ（両手から両肘下まで拡大）、動惇あり。翌  

朝には症状消失。  

因果関係：否定できない  

（症例15）39℃以上の高熱（軽快）  

10代 女性  

既往歴：無  

経過： ワクチン接種5時間後、発熱、咽頭痛、上肢と下肢のしびれ出現。頭痛、めまい、  

呼吸苦あり。  

因果関係：否定できない  

（症例16）39℃以上の発熱、インフルエンザA型（回復）  

30代 男性  

既往歴：無  

経過： ワクチン接種2日後、昼頃から咳出現。深夜発熱37．3℃。ワクチン接種3日後、朝  

38．6℃の熱があり、アセトアミノフェン内服。昼過ぎには39．6℃まで体温上昇。徐々  
に関節痛が出現したため、同日午後、医療機関受診。インフルエンザ検査にてA型  

陽性。  

因果関係：否定できない  

（症例17）アナフィラキシー様反応（軽快）  

30代 女性  

既往歴：無  

経過：本ワクチン接種より各日前に季節性インフルエンザワクチン接種。  

本ワクチン接種30分後、めまい、前胸部圧迫感出現。経時的に増強し、悪寒、振戦、  

四肢のしびれ出現、増悪を認めた。末梢ルートを確保後、ヒドロキシジン塩酸塩筋  

注、ヒドロコルチゾンコハク酸エステル静注にて軽快傾向。  

因果関係：否定できない  

（症例18）アナフィラキシー（回復）  

20代 女性  

既往歴：クローン病（プレドニゾロンi5mg川 服用ノ  

経過： ワクチン接種翌朝、出勤途中で気分不良あり、出勤後に呼吸障害、意識レベル低下  

に至った。動脈血液ガス分析では、pH7．41、PCO252torr、pO272torr、血球計数では  

異常なく、血液生化学では、低カリウム血症3．3mEq几を認めた。酸素吸入及び静脈  
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ライン確保、更に副腎皮質ステロイドホルモンを投与し、約12時間で回復。  

因果関係：否定できない  

（症例19）顔面感覚鈍麻（回復）  

30代 女性  

既往歴：なし  

経過：ワクチン接種前、体温35．0℃。ワクチン接種15分後、嘔気、嘔吐、左頬のぴりぴり  

とした痛み及びけいれん様収縮、神経障害が出現。ワクチン接種20分後、ブドウ糖  

加酢酸リンゲル液輸液開始。左頬表情筋痩攣用収縮が出現。ワクチン接種2時間後、  

入院。その後、嘔気軽減、左頬表情筋収縮頻度は軽減。ワクチン接種翌日、嘔気、  

左頬表情筋収縮は消失、軽度心裔部不快感、左頬部知覚鈍麻、味覚異常（にがみ）  

あり。ワクチン接種12日後、心裔部不快感、左頬部知覚鈍麻、味覚異常は消失、神  

経障害は回復。  

因果関係：否定できない  

（症例20）その他の通常の接種では見られない異常反応（軽快）  

20代 女性  

既往歴：感冒時、発熱時に喘息出現。  

経過： ワクチン接種後、鼻汁、咳、頭痛、関節痛、息苦しさ出現。ワクチン接種2日後、喘  

鳴出現。ワクチン接種3日後、医療機関受診。体温37，S℃、脈拍90－120／分、血圧134／76  

mmHg、喘鳴継続。ワクチンの副反応と診断され、入院。  

因果関係：否定できない  

（症例21）アナフィラキシー（回復）  

40代 女性  

既往歴：無  

経過：ワクチン接種15分後、曖声、目の痺み、戦傑出現し、血圧148／84mmHg、脈拍109／  

分、SpO298％であり、治療のため入院。ラニチジン、メチルプレドニゾロンコハク酸  

エステルナトリウムを点滴投与し、さらにクロルフェニラミンを静注にて、脈拍98／  

分、SpO299％。胸部ラ音無し。ワクチン接種45分後、目の痺みと動倖は消失し、嘆  

声も改善、血圧140／90mmHg、脈拍74／分、SpO299％。  

因果関係：否定できない  

（症例22）急性肝障害（回復あるいは軽快）  

70代 男性  

既往歴：薬剤アレルギー、肝障害  

経過： ワクチン接種3日後まで熱感持続。  
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ワクチン接種7日後より心蕎部鈍痛し、その後痛みが強まると共に嘔吐、38．6℃の発  

熱。同日、血液検査を実施し、血中ビリルビン2．2mg／dL、ZTT12．7U、ASTl，760IU／L、  

ALTl，029IU几、ALP675IU／L、γ－GTP918IU／L、WBCllOO／ル、RBC490／甚、血色素  

14．9g／dL、血小板21．9×104／ル、ヘモグロビン43・9g／dL。  

因果関係：否定できない  

（症例23）高熱（回復）  

80代 男性  

既往歴：大腸癌  

経過‥ ワクチ′ン接種前、体温35．9℃。ワクチン接種7時間後、39℃の発熱が出現。ワクチ  

ン接種翌日、37℃台の発熱が継続のため入院し、ビタミンB製剤、アモキシシリン、  

チアプロフェン酸、メチルメチオニンスルホニウムクロライドを投与。ワクチン接  

種4日後、解熱。ワクチン接種6日後、退院。  

因果関係：情報不足  

（症例24）アナフィラキシーショック（回復）  

50代 女性  

既往歴：アレルギー性鼻炎  

経過＝ ワクチン接種3時間後より、掻痺を伴う毒麻疹様紅斑が出現し、四肢から全身に拡大。  

次第に掻痺感が増悪するとともに、血圧は120／70から90／40mmHgへ低下。さらに、  

四肢末端チアノーゼも出現したため、救急搬送。  

因果関係：否定できない  

（症例25）アナフィラキシー様反応（軽快）  

50代 女性  

既往歴：なし  

経過：ワクチン接種後、アナフィラキシー様症状（眼瞼浮腫、顔面紅潮、咽頭圧迫感、悪  

心）が出現。翌日、軽快。  

因果関係：否定できない  

（症例26）肝機能異常（回復）  

40代 女性  

既往歴：なし  

H 」，＿づr、 ⊥ノrl■ヒ亡  人 占＿／′上＞一L、ヒ＝lゝ ｝ナIl，丁ロ   ーー1 L ノ′、  

－▲ ． ノ、 し」イイニ．ゝ⊥．  ′l＿、tr 《 ′ ＿∩′、      ■ －－1ノ′′               経過： ノブプ‾／寸安千里別、件1鼠jb．⊃し。ソノつ「／傍千里4日伐、≡E三才博眉、腰が田三見。ソノつ「／  

接種6日後、嘔気、頭痛、胃痛、下痢、倦怠感にて受診。ワクチン接種7日後、嘔  

気、頭痛、胃痛が増強するとともに、37．5℃の発熱にて受診。ASTl，067IU／L、ALT  

511TU／L、γ－GTP416TU几、総ビリルビン1．1mg／dLより、急性肝炎と診断。肝庇護剤  
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投与開始。ワクチン接種8日後、AST338IU／L、ALT346IU／L、γ－GTP365IU几、総ビ  

リルビン0．5mg／dL。ワクチン接種10日後、微熱、嘔気、頭痛、胃痛は軽快傾向。ワ  

クチン接種18日後、肝機能異禽回復。  

因果関係：情報不足  

（症例27）血管迷走神経反射疑い（回復）  

40代 女性  

既往歴：機械性等麻疹  

経過：ワクチン接種15分後、浮動性めまい、動惇が出現し、救急外来を受診。ワクチン接  

種25分後、四肢冷感、しびれが出現し、酸素飽和度の低下を認めた。ステロイド等  

の投与を行い、症状は軽快したが、経過観察目的にて入院となった。ワクチン接種翌  

日、状態安定のため、退院となった。  

因果関係二否定できない  

（症例28）発熱、食欲減退（不明）  

20代 女性  

既往歴：なし  

経過：ワクチン接種前、体温37．0℃。ワクチン接種翌日、37．5℃の発熱、食欲不振が出現に  

てアセトアミノフェンを服用。ワクチン接種2日後、38．9℃の発熱にて入院。インド  

メタシン、糖・電解質・アミノ酸液、乳酸り」ンゲル液、クーリングを施行。その後、  

体温39．5℃、寒気にてインドメタシンを使用。ワクチン接種3日後、体温37．2℃に  

て乳酸リンゲル液を点滴。その後、体温37．4℃、腹部痛にてテプレノン、クーリン  

グを施行。ワクチン接種4日後、体温37．2℃にて退院。  

因果関係：否定できない  

（症例29）左上腕の痛みとしびれ（軽快）  

40代 女性  

既往歴：無  

経過：ワクチン接種後、接種した左上腕のしびれ感、冷感、痺痛が出現。その後、辛みや苦  

みが分かりにくい味覚異常が出現。ワクチン接種1ケ月後、症状は軽減傾向にあるが、  

持続。  

因果関係：否定できない  

（症例30）末梢神経炎・筋炎（未回復）  

40代 男性  

既往歴：無  

経過＝ ワクチン接種1日後、起床時より右上腕（接種側）三頭筋の筋力低下、痺痛が出現。  
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ワクチン接種2日後、左大胸筋のけいれんが出現。ワクチン接種3日後、左大腿筋四  

頭筋けいれんが出現。ワクチン接種9日後、左上腕三頭筋の筋力は、MMTで4程度。  

因果関係：情報不足  

（症例31）毒麻疹（胸部）、神経障害（口腔内のしびれ感）（回復）  

30代 女性  

既往歴：なし  

経 過：本ワクチン接種iケ月以内前、B型肝炎ワクチン接種。本ワクチン接種直後、前  

胸部発疹、口腔内しびれが出現。プレドニゾロン投与。入院にて経過観察。ワクチ  

ン接種翌日、症状軽快にて退院。  

因果関係：調査中  

（症例32）左上肢の筋力低下・痛み（軽快）  

20代 女性  

既往歴：なし  

経過：ワクチン接種時、指先に響く等の症状はなかった。ワクチン接種翌日、就寝時に左上  

肢のだるさに気づく。ワクチン接種2日後朝、膝より前腕にかけて痛みが出現し、だ  

るさが徐々に悪化。本ワクチン接種4日後、季節性インフルエンザワクチン接種。本  

ワクチン接種7日後、コップも持ちにくいと医療機関受診。右手握力22、左手握力8。  

入院。その後、右手握力18、左手握力16まで回復。  

因果関係：否定できない  

（症例33）紫斑（軽快）  

30代 女性  

既往歴：血管性紫斑病  

経過：本ワクチン接種7日前、季節性インフルエンザワクチン接種。本ワクチン接種2時  

間後、右上腕に有痛性紫斑が出現。ワクチン接種5時間後、左上腕に有痛性紫斑、  

歩行困難が出現し、入院。ワクチン接種翌日、けいれん発作が出現し、解離性障害  

を疑うも投薬なしにて改善。ワクチン接種2日後、けいれん発作あるも経過観察に  

て改善。以後、けいれん発作なし。ワクチン接種3日後、有痛性紫斑消退傾向あり。  

ワクチン接種7日後、有病性紫斑が再出現。ワクチン接種12日後、有痛性紫斑残る  

も痛み自制可能にて退院。自己赤血球皮内注射で陽性にて有痛性紫斑および解離性  

▼一卜＿1ヽ ′L ■一⊥一 ヽ  二ま人I．レ√‾  

▼▼．，．l＿－」＿．＿ －   ゝ  ＿」 一一1 ⊥ ′                 ド草書かb臼【二亦皿周Ⅷ談1′巨夕正ど診野「。  

因果関係：因果関係不明  

（症例34）アナフィラキシーショック（回復）  
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30代 女性  

既往歴：季節性アレルギー  

経過‥ ワクチン接種5分後、気分不良、嘔気、上下肢のふるえが出現。血圧102／65mmHg、  

脈拍130／分。その後、悪寒、戦慄、嘔気が増悪し、嘔吐、脱力が出現。臥床を要す  

る状態。ワクチン接種10分後、コハク酸ヒドロコルチゾンナトリウム、メトケロブ  

ラミド、20％ブドウ糖液投与、酸素吸入を実施。その後、血圧122／65mHg、脈拍  

102／分。ワクチン接嘩1時間20分後、回復。  

因果関係：否定できない  

（症例35）問質性肺炎増悪、発熱（軽快）  

70代 男性  

既往歴：問質性肺炎、アスペルギルス症（プレドニゾロン、抗真菌剤を服用中。在宅酸素療法  

を導入し近目退院予定であった。）肺膿癌症、慢性呼吸不全、高血圧、高尿酸血症、  

肺炎、気胸  

経過‥ ワクチン疲種2時間後より、発熱、呼吸苦が出現にて酸素マスク増量。問質性肺炎増  

悪が出現。ワクチン接種翌日、胸部Ⅹ線検査にて問質性陰影増悪あり。メチルプレド  

ニゾロンコハク酸エステルナトリウム、メロペネム水和物、ミカフアンギンナトリウ  

ム投与開始。ワクチン接種2週間後、発熱、問質性肺炎増悪は軽快傾向。  

因果関係：否定できない  

（症例36）アナフィラキシー反応（回復）  

40代 女性  

既往歴：なし  

経過：ワクチン接種10分後、頸部から頭にかけて熱感あり、一時的に動惇出現し眼前暗転、  

軽い悪心が出現、頻脈傾向90／分。血圧低下なし。直ちに臥床安静にて数分間で回復。  

因果関係：因果関係不明  

（症例37）紫斑、意識障害、けいれん（調査中）  

30代 女性  

既往歴：自己赤血球感作性紫斑病の指摘有るも確定診断無し。  

経過：本ワクチン接種7日前に季節性インフルエンザワクチン接種∴  

本ワクチン接種2時間後、ふらつきと接種側上腕から前腕への紫斑、対側前腕の紫斑  

出現。嘔吐・嘔気なし。接種翌朝、筋力低下出現、トイレまでの歩行がかろうじて可  

能。紫斑は有痛性で前腕部にまで拡大。接種翌日夜、3回のけいれん発作が認められ  

たが、以後の発作はなし。  

因果関係：副反応としては否定できない。ADEMの可能性もあるが、情報不足。  
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（症例38）アナフィラキシー（回復）  

40代 女性  

既往歴：甲状腺機能冗進症  

経過： ワクチン接種1時間後、嘔気、めまい、悪感が急速に出現。ヒドロコルチゾン投与に  

て急速に改善。  

因果関係：否定できない  

（症例39）頭痛、めまい、悪心（回復）  

20代 女性  

既往歴：インフルエンザワクチン予防接種30分後に息若さ（2年前）、食物アレルギー  

経過： ワクチン接種5分後、めまいと吐気が出現し、徐々に症状が悪化。回転性めまいが出  

現。髄膜刺激症状なし、血圧低下なし、頭痛あり。入院。神経学的に病的反射なし、  

意識清明、頭位変換にてめまいあり。ワクチン接種5時間後、頭痛が強くなり、嘔吐。  

翌朝、めまいは軽減したが、頭痛は継続。吐き気に対してロキソプロフェンナトリウ  

ム水和物服用。頭痛わずかに残存、めまい回復。退院。ワクチン接種4日後、回復。  

因果関係：否定できない  

（症例40）けいれん、神経症状（回復）  

40代 男性  

既往歴：食物アレルギー（しいたけ）  

経過：本ワクチン接種2日前、季節性インフルエンザワクチンを接種。ワクチン接種3日  

後、しいたけを食すも ワクチン接種4日後、毒麻疹、四肢しびれ、口周囲しびれ、  

浮腫が出現。近医救急を受診し、コハク酸メチルプレドニゾロンナトリウム、ベタ  

メタゾン、d－マレイン酸クロルフェニラミン投与にて比較的速やかに回復。  

因果関係：調査中  

（症例41）毒麻疹、喉頭浮腫、呼吸苦（回復）  

30代 女性  

既往歴：セフトリアキソン、トシル酸スルタミシリンにて、掻痔、咽頭浮腫。グリチルリチン・  

グリシン・システイン配合剤にてアナフィラキシーショック。  

経過： ワクチン接種10分後より掻痺感、喉頭部異物感、呼吸苦が出現。メチルプレドニゾ  

ロン点滴及びアドレナリン皮下注により改善。  

因果関係：否定できない  

（症例42）嘔気、血圧低下、腰・下肢痛（不明）  

30代 女性  

既往歴：無  
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経過‥．本ワクチン接種2週間前に、季節性インフルエンザワクチン接種。  

ワクチン接種1時間経過後も接種部位の痺痛持続。熱感等訴えるも、視診触診では発赤、  

熱感なし。血圧115／90mmHg、脈拍60／分。30分程度で気分不良解消、疹痛は軽快傾向。  

ワクチン接種より約2時間後、吐気出現、血圧94／63mmHg、脈拍60／分。塩酸メトクロ  

ブラミド点滴静注により症状軽快。ワクチン接種2日後、腰痛、下肢痛、倦怠感等イン  

フルエンザ様症状出現。ロキソプロフェンナトリウムを内服するも症状改善せず。ワク  

チン接種6 

（好中球84％）、CK136、血圧116／72mmHg、脈拍90／分。痺痛持続、倦怠感あり。咽頭  

痛、鼻水、咳、疾なし。アセトアミノフェン、レバミピド、セフカペンピボキシルを処  

方。帰宅後39℃まで熱発し、左胸部痛が悪化ワクチン接種7日後早朝、救急外来受診。  

下肢痛持続し、歩行不可。体温：3g．2℃。頭痛、咽頭痛なし、咳嚇あり。インフルエン  

ザ迅速試験陰性。CRPlO．62、白血球数15，200（好中球89％）、CTでは左下肺野に肺炎像  

あり、他に胸膜肥厚（陳旧性疑い）。入院にて経過観察中。   

因果関係：否定できない  

（症例43）気管支喘息発作（回復）  

40代女性  

既往歴：気管支喘息加療中（コントロール良好。過去に季節性インフルエンザワクチン予防接  

種後、気管支喘息発作の既往あり）  

経過：ワクチン接種1時間後より、気管支喘息発作出現し、短時間にて増悪。血圧  

142／101mmHg、脈拍120／分、SpO298％。酸素投与（3L／分）開始し、アミノフィリン  

点滴静注。硫酸サルブタモール吸入を実施し、軽快傾向を確認し専門医へ紹介。  

因果関係：否定できない  

（症例44）アナフィラキシー（軽快）  

50代男性  

既往歴：糖尿病性腎症による腎不全で透析療養中。植物、食品でのアレルギー歴あり  

経過：本ワクチン接種より1ケ月以内に、季節性インフルエンザワクチン接種。  

ワクチン接種30分後より、くしやみ発現。ワクチン接種5時間後、眼瞼腫脹、体幹の  

湿疹に気づき、医療機関受診。アナフィラキシーと診断され、ステロイド剤の投与等に  

て症状やや軽快。  

因果関係：否定できない  

（症例45）アナフィラキシー（軽快）  

30代 女性  

既往歴：無  

経過：本ワクチン接種より1カ月以内に季節性インフルエンザワクチン接種。  
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本ワクチン接種30分後、動惇が出現後、急激な呼吸困難出現。ベタメタゾンリン酸  

エステルナトリウムの筋注及びベタメタゾン内服後、すぐにルートを確保。ステロイ  

ド点滴開始し、血圧130台／70台。全身の虚脱は2時間続き、次第に安定。翌日も37  

度後半の発熱が持続。  

因果関係：否定できない  

（症例46）アナフィラキシー（軽快）  

40代 女性  

既往歴：無  

経過：本ワクチン接種より1カ月以内に季節性インフルエンザワクチン接種。  

本ワクチン接種30～40分後より、突然の動惇出現後、呼吸困難出現。ブテゾニド吸  

入後、脱力感あり。8時間経過後、症状改善。  

因果関係：否定できない  

（症例47）頭痛、嘔気、嘔吐、下痢、微熱（回復）  

20代 女性  

既往歴：無  

経過：ワクチン接種2時間後より、頭痛に加え、嘔気、嘔吐（4回）出現し、下痢も10数回  

認められた。ワクチン接種翌朝、救急外来を受診。頭痛が強く、鎮痛剤無効。頭部  

CT上、出血は認められず。白血球7700（好中球89．1％）、CRf4．2、腰椎穿刺で髄膜  

炎否定。MRA上異常なく、症状消失。  

因果関係：否定できない  

（症例48）アナフィラキシー（回復）  

10代 男性  

既往歴：気管支喘息加療中  

経過：ワクチン接種40分後、下顎の疫病、咳が出現。ワクチン接種1時間後、前腕孝麻疹  

が出現。補液、ステロイド静注、抗ヒスタミン剤点滴静江により改善。経過観察のた  

め入院、翌日退院。  

因果関係：否定できない  

（症例49）気分不快（回復）  

30代 男性  

既任歴：禦さ  

経過：ワクチン接種5分後、血の気が引くような気分不快が出現。血圧160／90mmHg、脈拍  

120／分、点滴にて経過観察。  

因果関係：因果関係不明  
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（症例50）血管迷走神経反射（回復）  

30代 男性  

既往歴：無  

経過：ワクチン接種30分後、熱感、めまい、呼吸困難感、冷汗を認め入院。ワクチン接種  

翌日、退院。  

因果関係：否定できない  

（症例51）アナフィラキシー反応（軽快）  

40代 女性  

既往歴：なし  

経過‥ ワクチン接種直後は異常なし。ワクチン接種2時間後、全身倦怠感、関節痛、脱力  

感が出現。ワクチン接種翌日、経過観察のみで軽快。  

因果関係：否定できない  

（症例52）アナフィラキシー（回復）  

30代 女性  

既往歴：喘息。過去に季節性インフルエンザワクチン接種後に体調悪化あり  

経過‥ ワクチン接種5分後より、両眼周囲の熱感、掻痔が出現。上眼瞼の軽度腫脹あり。ワ  

クチン接種30分後より、喘鳴出現。  

因果関係：否定できない  

（症例53）急性アレルギー性皮膚炎（回復）  

40代 女性  

既往歴：気管支喘息、ワクチン接種後に軽い皮疹出現（20年程前）  

経過＝ ワクチン接種30分後、顔面紅潮が両側性に出現。急性アレルギー性皮膚炎が発乳  

ヒドロコルチゾンコハク酸エステルナトリウム点滴静注、オロバタジン塩酸塩内服。  

ワクチン接種1時間後より、両側上眼瞼浮腫および続発性に咳蠍出現。ヒドロコルチ  

ゾンコハク酸エステルナトリウム点滴静注、ファモチジンを静江、エビネフリン皮下  

注、クロルプロマジン塩酸塩処方。ワクチン接種2時間後、咳蠍頻回、その後皮膚炎  

軽快。ワクチン接種3日後、急性アレルギー性皮膚炎は回復。  

因果関係：否定できない  

（症例54）左眼球ブドウ膜炎（未回復）  

50代 女性  

既往歴：甲状腺機能克進、僧帽弁逆流  

経過：ワクチン接種5日後、視力低下とかすみ出現。  
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視力 右：0．4（1．25－1．25Dzyl－0．50D）、左：0．1（0．25－1，50D）。左虹彩毛様体炎、硝  

子体泥濁、続発性緑内障。  

因果関係：否定できない  

（症例55）両上下肢しびれ感、筋力低下（軽快）  

30代 男性  

既往歴：食品による毒麻疹  

経  過：本ワクチン接種lケ月前、B型肝炎ワクチンを接種。ワクチン接種3日後、両手  

足（特に手）に違和感が出現。ワクチン接種4日後、強いしびれに近い不快感が足  

に出現。ワクチン接種5日後、両手に若干の筋力低下を自覚。しびれ持続。日常生  

活に支障なし。ワクチン接種7日後、他院受診し、ADEM疑いにて入院。ステロ  

イドパルス療法を施行。ワクチン接種10日後、ステロイド漸減。ワクチン接種1  

ヶ月後、ステロイド終了。神経症状軽快。両上腕伸側に散発的な筋痛あり、経過観  

察中。  

因果関係：軽度のGBSの可能性もあるが、情報不足  

（症例56）毒麻疹、掻痺感（回復）  

30代 女性  

既往歴：アレルギー体質  

経過：本ワクチン接種より12日前に季節性インフルエンザワクチン接種。ワクチン接種10  

分後、掻痺感出現。その後大腿部に毒麻疹出現。フェキソフエナジンを内服し、グリ  

チルリチン・グリシン・システイン配合剤及びプレドニゾロン静江。入浴後、全身に  

毒麻疹出現。ベタメタゾン・クロルフェニラミン配合剤を内服し、翌朝回復。  

因果関係：否定できない  

（症例57）アナフィラキシー反応、倦怠感、毒麻疹、頭痛、悪心、浮動性めまい、口腔咽頭痛、眼  

瞼浮腫（回復）  

30代 女性  

既往歴：帯状癌疹、過敏症、接触アレルギー  

経過： ワクチン接種1時間後、接種側半身に倦怠感が出現。ワクチン接種3時間後、毒麻  

疹、頭痛、吐き気、めまい、咽頭痛、眼瞼浮腫が出現。ワクチン接種翌日、眼瞼浮  

腫は自然消失、その他の症状も徐々に自然消失。ワクチン接種5日後、受診し、軽  

度の咽頭違和感のみ残存にて回復と診断。  

因果関係：否定できない  

（症例58）両眼のぶどう膜炎（未回復）  

50代 女性  
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既往歴：ぶどう膜炎（両眼）、B型肝炎ワクチンにて全身倦怠感の発現あり。  

経過：ワクチン接種後、両眼充血、眼痛、頭痛、38℃の発熱出現。ワクチン接種翌日、ロキ  

ソプロフェン内服にて発熱、頭痛、眼痛は軽快するが、両眼充血は悪化。ワクチン接  

種2日後、アセトアミノフェン内服。ワクチン接種5日後、眼科を受診し、両眼ぶど  

う膜炎の診断及びステロイド結膜下注射・点眼治療実施。ワクチン接種7日後、症状  

悪化のため他院受診。視力右眼0．15（0．6）、左眼0．15（0．4）。  

因果関係：否定できない  

（症例59）アナフィラキシー、発熱、腋裔腫癌（アナフィラキシー・発熱：回復、腋窟腫癌：回復）  

40代 女性  

既往歴：食物アレルギー（卵、エビ、ソバ等約30種類）、化学物質アレルギー、アレルギー  

性鼻炎  

経過：ワクチン接種前、体温37．4℃。ワクチン接種後、発赤、腫脹、注射刺入部痛あり。発  

熱37．8度、鼻汁、鼻閉出現。ワクチン接種翌朝、動惇、呼吸困難感、アナフィラキシ  

ー症状が出現、発熱は回復。ワクチン接種2日後、一過性の胸痛あり。ワクチン接種  

6日後、左腋窟腫癌および痺痛あり、左腕が上がらない、重量物が持てない。ワクチ  

ン接種13日後、左腋窟腰痛、痺痛は消失。ワクチン接種23日後、そう埠肝感消失し、  

アナフィラキシー症状回復。  

因果関係：否定できない  

（症例60）ギランバレー症候群もしくはその他の神経障害（未回復）  

30代 女性  

既往歴：無  

経過‥ ワクチン接種数分後、気分不良、手足のしびれ、めまい、身体の節々の疹痛出現。症  

状が軽快したため経過観察。11日後、症状再発にて受診。頭部MRI異常なし。ワク  

チン接種16日後、症状再発したが、すぐに軽快。ワクチン接種20日後、未回復。  

因果関係：局所反応としては否定できない（ギランバレー症候群としては情報不足）  

（症例61）脳梗塞（後遺症）  

90代 女性  

既往歴：高血圧、心不全にて通院中  

経過：本ワクチン接種1週間前に季節性インフルエンザワクチン接種。  

本ワクチン接種前、体温35．5℃。本ワクチン接種翌朝、右麻痩、失語症で臥床してい  

るのを家人が発見。同日入院。MRl検査にて脳梗塞を確認。ワクチン接種10日後、  

右片麻痩が残存。  

因果関係：因果関係不明  

16  

’、l；   l  



（症例62）左脳出血（未回復）  

40代 女性  

既往歴：全身性エリテマトーデス、指尖潰瘍（ベラプロストナトリウム投与中）、逆流性食道  

炎、腎不全、ネフローゼ（ジモリダモー ル投与中）、抗カリウム血症、貧血、甲状腺  

機能低下症、高血圧症、高尿酸血症、膀胱結核。ワクチン接種約1ケ月前に入院。  

経過： ワクチン接種10日後朝、失語症、右上下肢麻痩出現。レベル低下あり、その後、共  

同偏視なし、瞳孔左右同大、命令に従うも発語なし。右上下肢麻痺、右トレムナ一反  

射陽性、右パピンスキー反射陽性。頭部CTにて左レンズ核外側に脳出血を認めた。  

ニカルジピン塩酸塩にて降圧開始。右鼠経部よりCVカテーテル挿入。同日夕方、2  

回目CTにて出血増大なし。同日夜、けいれんが出現し、ジアゼパムを使用し、他院  

脳卒中科へ転院。ワクチン接種27日後、左脳出血は未回復  

因果関係：因果関係不明  

（症例63）肝機能障害（末回復）  

30代 男性  

既往歴：ワクチン接種5ケ月前、アルコール性肝疾患を発症（AST301U／L、ALT42IU／L、LDH  

171IU／L、γ－GTP179rU／L、ALP260IU／L）  

経過： ワクチン接種8日前、季節性インフルエンザワクチンを接種。微熱、倦怠感が出現。  

本クチン接種前、体温36．g℃。本ワクチン接種翌日より、頭痛、咽頭痛、鼻汁、微熱  

あり。ロキソプロフェンナトリウム投与開始。ワクチン接種5日後、38，9℃の発熱、  

全身倦怠感、咽頭炎が出現し、医療機関受診。AST64IU几、ALTlO5IU／L、LDH224IU／L、  

ALP647IU／L、γ－GTP322IU几と上昇し、肝機能異常を認めた。肝機能障害、急性咽  

頭炎に対して投薬治療開始。ワクチン接種2週間後、急性咽頭炎回復。ワクチン接種  

1ケ月後、肝機能障害未回復。  

因果関係二 否定できない  

（症例64）腸閉塞（軽快）  

70代 女性  

既往歴：慢性腎不全（透析にて通院中）  

経  過：ワクチン接種2日後、後頭部痛、嘔気、嘔吐、腹痛が出現。ワクチン接種8日後、  

腹痛が悪化し、腸閉塞にて入院。  

閉塞は軽快。数日中に退院予定。  

因果関係：調査中  

その後、頭痛、嘔気、嘔吐、腹痛は回復し、腸   

（症例65）39℃以上の発熱（軽快）  

20代 女性  

既往歴：無  
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経過‥ ワクチン接種2日後、3g度の発熱を認め、以後高熱が持続。ワクチン接種3日後、頭  

痛、下痢が出現したため入院ワクチン接種4日後、体温39．3℃、白血球11，400／〃L、  

CRP 2．74mg／dL、インフルエンザ簡易検査A（－）B（－）。点滴にて予防的抗菌剤を投与。  

ワクチン接種5日後、解熱したため退院。  

因果関係：否定できない  

（症例66）専麻疹（回復）  

60代 女性  

既往歴：認知症、誤礁性肺炎の反復にて絶食中  

経過‥ 絶食中であるため、連日補液にて栄養補給しており、内服は一切無し。ワクチン接種  

翌日、前頚部、背部、両前腕、両大腿に紅斑が出現。直ちにグリチルリチン・システ  

イン・グリシン配合剤め点滴を行うが、改善無し。ワクチン接種2日後、ヒドロコル  

チゾンの点滴により改善し始め、完全ら土消失。全身状態安定。  

因果関係：否定できない  

（症例67）過換気症候群、けいれん、血圧上昇、発熱（軽快）  

80代 女性  

既往歴：胃潰瘍、慢性心不全、大動脈癌、高血圧、心房細動  

経過：接種前、体温37．1℃、血圧104／70mmHg、風邪症状あり。ワクチン接種15分後、全身  

の震え、過換気症状、悪寒が出現。体温39℃、血圧180台に上昇。ジアゼパム、ニト  

ログリセリン、アセトアミノフェン、酸素吸入を施行。白血球数8，700／mm3、CRP2＋、  

好酸球数上昇。過換気症候群、けいれん発作、不明熱と診断され、経過観察を目的に  

入院加療。呼吸性アルカローシスがあるものの、他の血液所見異常なし。尿検査にて  

潜血（3＋）、白血球数11，000血m3、体温38．2℃にて抗生物質投与。その後、一軽快。  

因果関係：否定できない  

（症例68）発熱（軽快）  

10代 女性  

既往歴：慢性骨髄性白血病（骨髄移植後）、気管支喘息  

経過‥ ワクチン接種翌日、耳痛にて耳鼻科を受診し、中耳炎の診断。嘔気などのため他院受  

診し、点滴中に発熱し入院。体温39．1℃、CRPO．10mgノdL、インフルエンザ迅速診断  

（－）。ワクチン接種3日後、体温36．4℃、CRP3．12mg／dL。発熱軽快にて退院。  

因果関係：否定できない  

（症例69）ショック（血圧低下）（回復）  

20代 女性  

既往歴：無  
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経過：ワクチン接種1時間後、冷汗、顔面蒼白、気分不良、嘔気、血圧低下出現。下肢挙上、  

補液500mL開始。血圧100／－mHgへ回復。念のため、点滴500mLを追加し、回復  

を確認。  

因果関係：否定できない  

（症例70）腫脹、発赤、かゆみ（不明）  

20代 女性（妊娠28週）  

既往歴：無  

経過：ワクチン接種2日後、接種部位の腫脹と痺み出現。両肘、頚部、顔面の発赤と掻痺感、  

手足・背中にも掻痺感が出現。  

因果関係：否定できない  

（症例71）アナフィラキシーショック（回復）  

10代 男性  

既往歴：Charcot－Marie－Tooth病（シヤルコー・マリー・トクース病）の疑い。ジフテ リア破傷  

風混合トキソイドワクチン接種後に嘔吐認めたが、すぐに軽快（6年前）、排骨部筋  

萎縮症、腎尿細管性アシドーシス、難聴  

経過：ワクチン接種前、体温36．7℃。ワクチン接種10分後、嘔吐出現。顔面蒼白となった。  

血圧70／40mmHg。アナフィラキシーショックが出現。メチルプレドニゾロン、アド  

レナリンを静注。血圧及び心拍数の上昇を認めたが、再度嘔吐が出現し、血圧は70  

台に低下。塩酸ドパミンの投与を開始し、経過観察のため入院。その後、血圧は80  

～100で安定、全身状態良好。ワクチン接種3日後、退院。  

因果関係：否定できない  

（症例72）倦怠感、意識障害（回復）  

70代 女性  

既往歴：大腸癌（術後再発）、結腸癌、腹膜転移、腎不全  

経過：ワクチン接種前、体温36．8℃。ワクチン接種2時間後、全身倦怠感、嘔気出現。意識  

レベル低下（JCSト1～Ⅲ－10）。アンモニア値、血糖値は異常なし。血圧120台／60台。  

体温36度台であり、皮膚紅潮なく、アナフィラキシーを疑う所見ないため、経過観  

察。意識レベル遷延が持続。ワクチン接種7時間後、意識レベルJCSI－1に改善するも  

末回復。ワクチン接種11時間後、血圧11S／60mmHg。受け答えはっきりするも、ボー  

っとする感じあり。採血の結果、臨床検査値に大きな変動を認めず。ワクチン接種翌  

日、後遺症なく改善。ワクチン振種2時間後からの記憶にところどころ欠落あ り。  

因果関係：情報不足  

（症例73）脳出血（不明）  
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80代 女性  

既往歴：気管支喘息、慢性気管支炎に伴う慢性呼吸不全、発作性心房細動、慢性心不全、糖尿  

病（2型、インスリン投与）、アルツハイマー型認知症  

経過‥ ワクチン接種8時間後、トイレに行こうとするが立てなかった（支えれば可能）。  

ワクチン接種翌朝より、広く下肢の脱力有。意識レベルは通常通り。CTにて脳出血  

と判明。  

因果関係：因果関係不明  

（症例74）臍帯過捻転・胎児死亡  

20代 女性 妊娠39週  

既往歴：無  

経過： 本ワクチン接種4日後頃から、胎動低下。本ワクチン接種6日後、産科受診。臍帯捻  

転による胎児の死亡と診断。翌日、誘発分娩。本人はほぼ健常。  

因果関係：因果関係不明  

専門家の意見：  

○三橋先生：  

臍帯の過捻転が原因。「子宮内胎児死亡」が正しい。  

○名取先生：  

過捻転があって浮腫があるので直接的な死産の原因は臍帯過捻転。ワクチンとの関連はない  

と考える。ベースラインのリスクとして1000出産で周産期死亡は4．7であり、臍帯原因は約  

10％であることから、ワクチン接種との重なりは十分に起きうる。  

（症例75）アナフィラキシー疑い（回復）  

10代 女性  

既往歴：気管支喘息  

経過‥ ワクチン接種25分後、のどの違和感、呼吸苦、倦怠感が出現。喘鳴あり、SpOβ5％、  

脈拍110台、アナフィラキシーを疑い、サルブタモール硫酸塩吸入、アミノフィリン  

及びメチルプレドニゾロンコハク酸エステルナトリウム点滴。  

ワクチン接種1時間後に回復が認められたが、観察目的にて入院  

因果関係：否定できない  

（症例76）フィッシャー症候群（ギランバレー症候群）（軽快）  

20代 女性  

既往歴：無  

経過‥ 接種前、体温36．6℃。本ワクチンと季節性インフルエンザワクチンを同時接種。  

ワクチン接種5日後、起床時より視界のぽやけ感を自覚し、見えにくさと共に持続。  

ワクチン接種10日後、両手首以遠のしびれ感出現。その後、上行し、両肘以遠のし  
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びれ感出現。瞳孔散大、対光反射低下も出現。ワクチン接種11日後、しびれが両肘  

まで上行。受診し、瞳孔散大あり、対光反射低下あり、頸部及び頸椎のMRl異常な  

し、伝導速度検査にてF波低下より、フィッシャー症候群疑いと診断。メコバラミン  

処方。ワクチン接種15日後、受診し、瞳孔散大、対光反射は改善、しびれ上行は回  

復。ワクチン接種21日後、フィッシャー症候群疑い軽快。  

因果関係：副反応としては否定できない。ギランバレー症候群の可能性あり。  

（症例77）発熱、毒麻疹、ネフローゼ増悪（軽快）  

10歳末満 男性  

既往歴：昨年、季節性インフルエンザワクチン接種で発疹、発熱あり。食物アレルギー なし、  

ネフローゼ症候群でステロイド内服中（1－3mg几g／目、隔日投与中）。  

経過：抗ヒスタミン薬内服の下、ワクチン接種。その際、刃b3．5gノdL、尿蛋白（－）。ワクチン  

接種当日夜、38℃の発熱、毒麻疹あり。ワクチン接種翌日、発熱・発疹軽快、抗アレ  

ルギー案内服。ワクチン接種2日後より尿蛋白（＋）。ワクチン接種4日後、尿蛋白（3＋）、  

Albl．1g／dL、総蛋白4．Og／dLにて入院。顔面の浮腫著明、尿量270mL／目。ステロイ  

ド2mg此g／日に増量、血圧上昇あり。ワクチン接種5、6、S目後にアルブミン製剤と  

利尿剤投与。ワクチン接種9日後にAlb2．2まで回復。ワクチン接種11日後、尿蛋白  

陰性化。ワクチン接種13日後、Alb2．7g／dLに回復、ネフローゼ増悪は回復。退院。  

因果関係：否定できない  

（症例78）喀血、呼吸困難（回復）  

60代 男性  

既往歴：慢性心不全（急性増悪のため、ワクチン接種3日前まで入院）  

経過：ワクチン接種し帰宅後、喀血。ワクチン接種翌日、呼吸時胸痛、呼吸困難あり。胸  

部レントゲン検査にてワクチン接種時には認められなかった浸潤影あり。白血球数  

14フ000、CRP5．6と上昇あり。肺炎の疑いにて入院。  

因果関係：因果関係不明  

（症例79）血管迷走神経反射（回復）  

30代 女性  

既往歴：関節リウマチ（メトトレキサート服用中）。小学生時、親子井を食し、毒麻疹出  

現歴2回あり。  

経  過：ワクチン接種前、体温36．0℃。ワクチン接種直後、全身の火照り感あり。その後  

掻揮感を認めた。血管迷走神経反射が出現。症状消失しつつあったため、帰宅始め  

たところ、駐車場で、再び強い火照り感があり、その後、意識消失。通行人に助け  

られ、近医受診し、入院。ワクチン接種2日後、回復し、退院。  

因果関係：否定できない  
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（症例80）けいれん（回復）  

10歳末満 男性  

既往歴：卵アレルギーあり（小児科主治医の承諾あり）  

経過‥ ワクチン接種8時間後、けいれん出乳救急車到着時、けいれん回復するも病院へ  

搬送。入院。ワクチン接種4日後、退院。  

因果関係：情報不足  

専門家の意見：  

○五十嵐先生：  

ワクチン接種後に「けいれん」が起きたという前後関係はありますが、それらに因果関係が  

あるのかどうかこの報告書だけからは判断できません。患者には発熱があったのか、入院後  

の血液、髄液、画像などの検査結果、後遺症を含めた患者の状態（回復と記述されています  

が）などを知りたいと思います。  

○岩田先生：  

発熱の有無、検査所見、熱性けいれんの既往歴・家族歴が不明であるため、けいれんの原因  

が分からず、ワクチンとの因果関係を判定するのは困難です。  

○土田委員：  

ワクチン接種時が既にA型インフルエンザウイルス感染を含む自然感染による潜伏期間で  

あった可能性もある。けいれんのワクチン接種との因果関係は肯定も否定もできない。いわ  

ゆる有熱時けいれんの可能性もあり、症状経過からみて急性脳症であるとは言えないと考え  

ます。  

（症例81）けいれん重積、急性脳症（回復）   

10歳末満 男性  

既往歴：無  

経過‥ 本ワクチン接種19日前、季節性インフルエンザワクチン接種。本ワクチン接種翌朝よ  

り、40℃の発熱あり。同日夜、熱性疫攣が出現し、医療機関に搬送。その後も痙撃は再  

発（計4回）し、熱性けいれんが出現。急性脳症の診断にて、加療目的のため、本ワク  

チン接種2日後、別の医療機関に搬送し、集中治療室に入院。オセルタミビルリン酸塩  

等を投与。同日、新型インフルエンザウイルスPCR検査にて陰性を確認。その後、オ  

セルタミビルリン酸塩の投与中止。本ワクチン接種10日後、改善傾向にて退院。熱性  

けいれん、急性脳症は回復。  

因果関係 ：因果関係不明  

専門家の意見：  

○五十嵐先生：  

前日から感冒症状あり、接種当日も咳と鼻水があったが、熱がなかったため、接種を行った。  

ことが本当なら原病（感冒）による可能性も否定できません。従って、最終判断は、因果関係  
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